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施
設
の
機
能
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集
約
　

ス
ポ

ツ
拠
点
へ

施
工
Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
曲
面
的
形
状
の
精
度
向
上

施
工
の
ポ
イ
ン
ト

設計／株式会社ＩＮＡ新建築研究所　　施工／新日本・日幸建設共同企業体

設計コンセプト

立地の高低差生かしコンパクトに

工
　

事
　

概
　

要

　ごあいさつ　　　　公園全体の再整備を加速化

千
葉
市
長

神
谷
　
俊
一

４月日
供用開始

　千葉市が同市中央区で建設していた「 YohaS アリーナ～
本能に、感動を。～」（よはアリ、千葉公園総合体育館）が
完成し、４月日に供用を開始する。同体育館に「千葉公園
体育館」「千葉市武道館」「中央コミュニティセンター体育
館」の機能を集約。アリーナ、武道場、トレーニング室、屋
外バスケットコートなどを配置した。設計はＩＮＡ新建築研
究所、施工は新日本・日幸建設共同企業体が手がけた。

（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　４月２０日　（木曜日）
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Ｍ
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２
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体育館　最大ｍの大スパン鉄骨トラス構造

　本計画は高度化・多様化している市民のスポーツニーズに対応するために、
既存体育施設３施設を集約し、千葉公園内に新たな総合体育館として整備す
るものです。市民のスポーツ活動の拠点であり、千葉公園の交流拠点として
の役割も求められていました。
　敷地の高低差を生かしスポーツ施設を積層させ体育館をコンパクトに集約
配置することで、最大限の駐車場確保と屋外スポーツ空間の創出等、敷地内
の有効活用を図りました。積層させることにより大きくなる建物のボリュー
ムは隣接するＴＩＰＳＴＡＲ　ＤＯＭＥ　ＣＨＩＢＡ（千葉ＪＰＦドーム）
との調和にも配慮したドーム形状とすることで、公園や住宅地への圧迫感を
軽減しました。ｍの高さ制限とスポーツ競技空間として必要な気積を確保
するため、屋根構造に梁成が抑えられる単層シェル構造を採用し、内外双方
からの制約を解決しています。
　体育館の南側に３層吹抜けのエントランスホール「スポーツフォーラム」
を配置することで、７ｍの高低差がある敷地東西双方からのアクセスと施設
内の通り抜けも可能な計画としました。体育館利用者だけでなく、公園利用
者のオアシス（休憩所）としても機能します。
　誰もが気軽に立ち寄れスポーツに触れられる新たな公園内のシンボルとし
て、この体育館が市民に親しまれる施設となることを期待しています。
　株式会社ＩＮＡ新建築研究所
　　　　　　　　　　建築設計部グループリーダー 　 　　楠部　博政
　　　　　　　　　　建築設計部プロジェクトマネージャー　　　北吉　貴行
　　　　　　　　　　建築設計部主任 　 　　伊藤　義浩

◆工事名：（仮称）千葉公園体育館整備工事
◆所在地：千葉市中央区弁天４丁目１番２号
◆発　注：千葉市
◆設　計：株式会社ＩＮＡ新建築研究所
◆施　工：新日本・日幸建設共同企業体
◆用　途：体育館・観覧場
◆構　造：ＲＣ一部Ｓ造
◆階　数：地下１階地上３階
◆規　模：〈延床面積〉，．㎡〈建築面積〉，．㎡
◆工　期：年月日～年１月４日

＊上空・内観写真は新日本建設提供
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